
新数学Ｂ 1 章「数列」                            

 

1 
 

 

 
 
 

（教科書P.6） 

順序づけられた数の並びを（①  数列  ）という。 
並んでいるそれぞれの数を（②  項  ）といい，初めから順に（③  第1 項  ）， 

（④  第 2 項  ），（⑤  第 3 項  ），…という。第 1 項は（⑥  初項  ）ともいう。 
数の並びに限りがある数列では，項の個数を 

（⑦  項数  ）といい，最後の項は（⑧  末項  ）という。 
 

 

次の数列の初項は（   2  ），末項は（   12  ），項数は（   6   ）である。 

2，4，6，8，10，12 

 

次の数列の初項，末項，項数をいいなさい。 

(1) 90，80，70，60，50 

初項 90，末項 50，項数 5 

(2) 4，8，12，16，20，24，28 

初項 4，末項 28，項数 7 

 

次の数列の abc  にあてはまる値を求めなさい。 

(1) 1，3，    𝟓   ，7，9，11，13，⋯ 

 (2) 5，10，20，40，   𝟖𝟖  ，160，320，⋯ 

 (3) 1，4，9，   𝟏𝟏  ，25，36，⋯ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

数列を文字を使って表すときは，第何項であるかを示す番号を小さく添えて，次のように表す。 
𝑎1，  𝑎2，  𝑎3，   ⋯， 𝑎𝑛，   ⋯ 

第 1 項   第 2 項  第 3 項 …  第 𝑛 項  … 

とくに，𝑎𝑛 は，（⑨  第 𝑛 項  ），すなわち，初めから数え

て 𝑛 番目の項を表す。 

 

第 𝑛 項 𝑎𝑛 が 

𝑎𝑛 = 2𝑛 + 3 

と表される数列の 

初項は   𝑎1 = 2 × （  1  ）+ 3 = （  5  ） 

第 2 項は  𝑎2 = 2 × （  2  ）+ 3 = （  7  ） 

第 3 項は  𝑎3 = 2 × （  3  ）+ 3 = （  9  ） 

⋯⋯ 

 

第 𝑛 項 𝑎𝑛 が次のように表される数列の，初項から第 5 項までを求めなさい。 

(1) 3𝑛 − 2 

初項は  𝑎1 = 3 × 1 − 2 = 𝟏 

第 2 項は 𝑎2 = 3 × 2 − 2 = 𝟒 

第 3 項は 𝑎3 = 3 × 3 − 2 = 𝟕 

第 4 項は 𝑎4 = 3 × 4 − 2 = 𝟏𝟖 

第 5 項は 𝑎5 = 3 × 5 − 2 = 𝟏𝟏 

(2) 2𝑛 

初項は  𝑎1 = 21 = 𝟐 

第 2 項は 𝑎2 = 22 = 𝟒 

第 3 項は 𝑎3 = 23 = 𝟖 

第 4 項は 𝑎4 = 24 = 𝟏𝟏 

第 5 項は 𝑎5 = 25 = 𝟏𝟐 

 

数列の第 𝑛 項を 𝑛 の式で表したものを，その数列の（⑩  一般項  ）という。 
 

  

数列 

問１ 

 

問２ 

 

問３ 

 

１節 数列 

１ 数列と一般項 

例１ 

例２ 
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正の奇数を順に並べた数列 

1，3，5，7，9，11，⋯ 

の一般項は 

𝑎𝑛 = 2𝑛 − 1 

である。 

 

正の偶数を順に並べた数列 

2，4，6，8，10，12，⋯ 

の一般項 𝑎𝑛 を求めなさい。 

𝑎𝑛 = 𝟐𝒏 

 

 

（教科書P.8） 

初項に一定の数を次々にたして得られる数列を（⑪  等差数列  ）といい，たす一定の数を 

（⑫  公差  ）という。 

 

(1) 等差数列 5，11，17，23，29，⋯ の 

初項は 5 

公差は 11 − 5 = 6 

(2) 等差数列 50，35，20，5，− 10，− 25，⋯ の 

初項は 50 

公差は 35 − 50 = −15 

 

次の等差数列の初項と公差を求めなさい。 

(1) 9，13，17，21，⋯ 

初項は 𝟗 

公差は 13− 9 = 𝟒 

 

(2) 15，8，1，− 6，⋯ 

初項は 𝟏𝟓 

公差は 8 − 15 = −𝟕 

 

 

等差数列 5， abc ，13，17，⋯ の公差は 

17− 13 = 4 

であるから， abc  にあてはまる数は 

5 + 4 = 9 

 

  

例３ 

問４ 

 

等差数列 

２ 等差数列 

例４ 

問５ 

 

例５ 
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次の等差数列の abc  にあてはまる数を求めなさい。 

(1) 16， abc ，30，37，⋯ 

等差数列 16，
 

          ，30，37，⋯ の公差は 

37− 30 = 7 

であるから，
 

           にあてはまる数は 

16 + 7 =  𝟐𝟏 
 

(2) abc ，3，1，− 1，⋯ 

等差数列 
 

          ，3，1，− 1，⋯ の公差は 

1 − 3 = −2 

であるから，
 

           にあてはまる数は 

3 − (−2) = 5 

 

等差数列の一般項 

初項 𝑎，公差 𝑑 の等差数列の一般項は 

 𝒂𝒏 = 𝒂 + (𝒏 − 𝟏)𝒅 

 

初項 2，公差 3 の等差数列の一般項は 

 𝑎𝑛 = 2 + (𝑛 − 1) × 3 = 3𝑛 − 1 

また，第 10 項は 

 𝑎10 = 3 × 10− 1 = 29 

 

次の等差数列の一般項を求めなさい。また，第 25 項を求めなさい。 

(1) 初項 3，公差 2 

初項 3，公差 2 の等差数列の一般項は 

𝑎𝑛 = 3 + (𝑛 − 1) × 2 = 𝟐𝒏 + 𝟏 

また，第 25 項は 

𝑎25 = 2 × 25 + 1 = 𝟓𝟏 

 

(2) 初項 8，公差 −3 

初項 8 ，公差 −3 の等差数列の一般項は 

𝑎𝑛 = 8 + (𝑛 − 1) × (−3) 
= −𝟏𝒏 + 𝟏𝟏 

また，第 25 項は 

𝑎25 = −3 × 25 + 11 = −𝟏𝟒 

 

初項 4，公差 3 の等差数列の一般項を求めなさい。 

また，55 はこの数列の第何項ですか。 

初項 4，公差 3 の等差数列の一般項は 

 𝑎𝑛 = 4 + (𝑛 − 1) × 3 

より 

 𝒂𝒏 = 𝟏𝒏 + 𝟏 

また，55 がこの数列の第 𝑛 項であるとすると 

3𝑛 + 1 = 55 

よって  𝑛 = 18 

すなわち，55 は第 𝟏𝟖 項である。 

 

初項 9，公差 7 の等差数列の一般項を求めなさい。 

また，121 はこの数列の第何項ですか。 

初項 9，公差 7 の等差数列の一般項は 

𝑎𝑛 = 9 + (𝑛 − 1) × 7 

より 

  𝒂𝒏 = 𝟕𝒏+ 𝟐 

また，121 がこの数列の第 𝑛 項であるとすると 

7𝑛 + 2 = 121 

よって  𝑛 = 17 

すなわち，121 は第 𝟏𝟕 項である。 

 

  

問６ 

 

例６ 

問７ 

 

例題 

１ 

解
  

問８ 
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第 4 項が 14，第 10 項が 62 の等差数列の一般項を求めなさい。 

 

初項を 𝑎，公差を 𝑑 とおくと，一般項は 

 𝑎𝑛 = 𝑎 + (𝑛 − 1)𝑑 

第 4 項が 14 であるから   𝑎 + 3𝑑 = 14 ……① 

第 10 項が 62 であるから   𝑎 + 9𝑑 = 62 ……② 

② − ①より   6𝑑 = 48 

よって      𝑑 = 8 

①に代入すると  𝑎 + 3 × 8 = 14 

よって          𝑎 = −10 

したがって，一般項は 

 𝑎𝑛 = −10 + (𝑛 − 1) × 8 

すなわち 

 𝒂𝒏 = 𝟖𝒏 − 𝟏𝟖 

 

第 2 項が −17，第 5 項が 10 の等差数列の一般項を求めなさい。 

初項を 𝑎，公差を 𝑑 とおくと，一般項は 

𝑎𝑛 = 𝑎 + (𝑛 − 1)𝑑 

第 2 項が −17 であるから 

𝑎 + 𝑑 = −17  ……① 

第 5 項が 10 であるから 

𝑎 + 4𝑑 = 10  ……② 

②−①より  3𝑑 = 27 

よって 𝑑 = 9 

①に代入すると  𝑎 + 9 = −17 

よって 𝑎 = −26 

したがって，一般項は 

𝑎𝑛 = −26 + (𝑛 − 1) × 9 

すなわち 

𝒂𝒏 = 𝟗𝒏− 𝟏𝟓 

（教科書P.11） 

等差数列の和 

初項 𝑎，末項 𝑙，項数 𝑛 の等差数列の和 𝑆 は 

𝑺 =
𝟏
𝟐
𝒏(𝒂 + 𝒍) 

 

等差数列 3，7，11，15，19，23 の和 𝑆 は，初項 3，末項 23， 項数

 6 であるから 

S = 1
2

× 6 × (3 + 23) = 78 

 

次の等差数列の和 𝑆 を求めなさい。 

(1) 初項 7，末項 61，項数 10 

𝑆 =
1
2

× 10 × (7 + 61) = 𝟏𝟒𝟖 

(2) −11，− 7，− 3，1，5，9，13 

初項 −11，末項 13，項数 7 であるから，その和 𝑆 は 

𝑆 =
1
2

× 7 × (−11 + 13) = 𝟕 

 

 

初項 6，公差 4 の等差数列の初項から第 20 項までの和 𝑆 を求めなさい。 

 

初項 6，公差 4 の等差数列の一般項は 

𝑎𝑛 = 6 + (𝑛 − 1) × 4 

よって，第 20 項，すなわち，末項 𝑙 は 

𝑙 = 6 + (20− 1) × 4 = 82 

したがって  𝑆 = 1
2

× 20 × (6 + 82) = 𝟖𝟖𝟖 

 

  

例題 

２ 

解
  

問９ 

 

等差数列の和 

例７ 

問 10 

 

例題 

３ 

解
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初項 14，公差 −6 の等差数列の初項から第 15 項までの和 𝑆 を求めなさい。 

初項 14，公差 −6 の等差数列の一般項は 

𝑎𝑛 = 14 + (𝑛 − 1) × (−6) 

よって，第 15 項，すなわち，末項 𝑙 は 

𝑙 = 14 + (15− 1) × (−6) = −70 

したがって 

𝑆 =
1
2

× 15 × {14 + (−70)} = −𝟒𝟐𝟖 

 

一般に，初項 𝑎，公差 𝑑，項数 𝑛 のとき，等差数列の和 𝑆 を表す式は，次のようになる。 
（⑬  𝑆 = 1

2
𝑛{2𝑎 + (𝑛 − 1)𝑑}  ） 

 

 

 

初項 −20，公差 4，項数 13 の等差数列の和 𝑆 は 

𝑆 =
1
2

× 13 × {2 × (−20) + (13− 1) × 4} = 52 

 

次の等差数列の和 𝑆 を求めなさい。 

(1) 初項 5，公差 7，項数 10 

𝑆 =
1
2

× 10 × {2 × 5 + (10− 1) × 7} 

= 𝟏𝟏𝟓 
 

(2) 初項 23，公差 −9，項数 9 

𝑆 =
1
2

× 9 × {2 × 23 + (9 − 1) × (−9)} 

= −𝟏𝟏𝟕 
 

1 から 𝑛 までの自然数 1，2，3，⋯，𝑛 の和は，初項 1，末項 𝑛，項数 𝑛 の等差数列の和であるから，

次のようになる。 
（⑭  1 + 2 + 3 + ⋯+ 𝑛 = 1

2
𝑛(𝑛 + 1)  ） 

 

1 + 2 + 3 +⋯+ 10 = 1
2

× 10 × (10 + 1) = 55 

 

1 から 100 までの自然数の和を求めなさい。 

1 + 2 + 3 +⋯+ 100 =
1
2

× 100 × (100 + 1) 

= 𝟓𝟖𝟓𝟖 

 

1 から始まる 𝑛 個の奇数 1，3，5，7，⋯，2𝑛 − 1 の和は，初項 1，
末項 2𝑛 − 1，項数 𝑛 の等差数列の和であるから 

1 + 3 + 5 + 7 + ⋯+ (2𝑛 − 1) =
1
2
𝑛{1 + (2𝑛 − 1)} 

よって   1 + 3 + 5 + 7 + ⋯+ (2𝑛 − 1) = 𝑛2 

 

 

 

 

2 から始まる 𝑛 個の偶数の和 2 + 4 + 6 + 8 +⋯+ 2𝑛 を求めなさい。 

2 から始まる 𝑛 個の偶数の和は，初項 2，末項 2𝑛，項数 𝑛 の等差数列の和であるから 

2 + 4 + 6 + 8 +⋯+ 2𝑛 

=
1
2
𝑛(2 + 2𝑛) = 𝒏(𝒏+ 𝟏) 

 

3 から始まる 𝑛 個の 3 の倍数の和 3 + 6 + 9 + 12 + ⋯+ 3𝑛 を求めなさい。 

3 から始まる 𝑛 個の 3 の倍数の和は，初項 3，末項 3𝑛，項数 𝑛 の等差数列の和であるから 

3 + 6 + 9 + 12 + ⋯+ 3𝑛 

=
1
2
𝑛(3 + 3𝑛) =

𝟏
𝟐
𝒏(𝒏+ 𝟏) 

 

  

問 11 

 

例８ 

問 12 

 

問 13 

 

例９ 

例 10 

問 14 

 

問 15 
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次の等差数列の初項から末項までの和 𝑆 を求めなさい。 

7，13，19，⋯，91 

 
初項 7，公差 6 であるから，一般項は 

𝑎𝑛 = 7 + (𝑛 − 1) × 6 = 6𝑛 + 1 

末項 91 が第 𝑛 項であるとすると  6𝑛 + 1 = 91 

よって    𝑛 = 15 

したがって  𝑆 = 1
2

× 15 × (7 + 91) = 𝟕𝟏𝟓 

 

次の等差数列の初項から末項までの和 𝑆 を求めなさい。 

8，15，22，⋯，85 

初項 8，公差 7 であるから，一般項は 

𝑎𝑛 = 8 + (𝑛 − 1) × 7 = 7𝑛 + 1 

末項 85 が第 𝑛 項であるとすると 

7𝑛 + 1 = 85 

よって   𝑛 = 12 

したがって 𝑆 = 1
2

× 12 × (8 + 85) = 𝟓𝟓𝟖 

 

 

 

（教科書P.14） 

初項に一定の数を次々にかけて得られる数列を（⑮  等比数列  ）といい，かける一定の数を 
（⑯  公比  ）という。 
 

(1) 等比数列 4，12，36，108，324，⋯ の 

初項は 4 

公比は 12 ÷ 4 = 3 

(2) 等比数列 48，24，12，6，3，⋯ の 

初項は 48 

公比は24 ÷ 48 = 1
2
  

 

次の等比数列の初項と公比を求めなさい。 

(1) 5，15，45，135，⋯  

等比数列 5，15，45，135，⋯ の 

初項は 𝟓 

公比は 15 ÷ 5 = 𝟏 

 

(2) 54，18，6，2，⋯ 

等比数列 54，18，6，2，⋯ の 

初項は 𝟓𝟒 

公比は 18 ÷ 54 = 𝟏
𝟏
 

 

等比数列 6， abc ，54，162，⋯ の公比は 

162 ÷ 54 = 3 

であるから， abc  にあてはまる数は 

6 × 3 = 18 

 

  

例題 

４ 

解
  

問 16 

 

３ 等比数列 

等比数列 

問 17 

 

例 12 

例 11 
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次の等比数列の abc  にあてはまる数を求めなさい。 

(1) 14， abc ，56，112，⋯  

等比数列 14，
 

          ，56，112，⋯の公比は 

112 ÷ 56 = 2 

であるから，
 

          にあてはまる数は 

14 × 2 = 𝟐𝟖 
 

(2) abc ，18，− 54，162，⋯ 

等比数列 
 

          ，18，− 54，162，…の公比は 

(−54) ÷ 18 = −3 

であるから，
 

          にあてはまる数は 

18 ÷ (−3) = −𝟏 

 

等比数列の一般項 

初項 𝑎，公比 𝑟 の等比数列の一般項は 

 𝒂𝒏 = 𝒂𝒂𝒏−𝟏 

 

(1) 初項 2，公比 3 の等比数列の一般項は 

 𝑎𝑛 = 2 × 3𝑛−1 

また，第 5 項は 

 𝑎5 = 2 × 35−1 = 2 × 34 = 162 

(2) 初項 5，公比 −2 の等比数列の一般項は 

 𝑎𝑛 = 5 × (−2)𝑛−1 

また，第 4 項は 

 𝑎4 = 5 × (−2)4−1 = 5 × (−2)3 = −40 

 

 

 

 

 

 

次の等比数列の一般項を求めなさい。また，第 4 項を求めなさい。 

(1) 初項 4，公比 5 

初項 4，公比 5 の等比数列の一般項は 

𝒂𝒏 = 𝟒 × 𝟓𝒏−𝟏 

また，第 4 項は 

𝑎4 = 4 × 54−1 = 𝟓𝟖𝟖 

 

(2) 初項 48，公比 −  1
2 

初項 48，公比 −1
2
 の等比数列の一般項は 

𝒂𝒏 = 𝟒𝟖× �−
𝟏
𝟐
�
𝒏−𝟏

 

また，第 4 項は 

𝑎4 = 48 × �−
1
2
�
4−1

= −𝟏 

 

初項 5，公比 3 の等比数列において，135 はこの数列の第何項ですか。 

 

初項 5，公比 3 の等比数列の一般項は 

 𝑎𝑛 = 5 × 3𝑛−1 

よって，135 がこの数列の第 𝑛 項であるとすると 

5 × 3𝑛−1 = 135 

3𝑛−1 = 27 

33 = 27であるから  3𝑛−1 = 33 

よって，𝑛 − 1 = 3 より  𝑛 = 4 

したがって，135 は第 𝟒 項である。 

 

初項 3，公比 4 の等比数列において，768 はこの数列の第何項ですか。 

初項 3，公比 4 の等比数列の一般項は 

𝑎𝑛 = 3 × 4𝑛−1 

よって，768 がこの数列の第 𝑛 項であるとすると 

3 × 4𝑛−1 = 768 

4𝑛−1 = 256 

44 = 256 であるから  4𝑛−1 = 44 

よって，𝑛 − 1 = 4 より  𝑛 = 5 

したがって，768 は第 𝟓 項である。  

問 18 

 
問 19 

 

例題 

５ 

解
  

問 20 

 

例 13 
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第 2 項が 6，第 4 項が 24 の等比数列の一般項を求めなさい。 

 

初項を 𝑎，公比を 𝑟 とおくと，一般項は  𝑎𝑛 = 𝑎𝑟𝑛−1 

第 2 項が 6 であるから   𝑎𝑟 = 6   ……① 

第 4 項が 24 であるから  𝑎𝑟3 = 24  ……② 

②より  𝑎𝑟 × 𝑟2 = 24 

①を代入すると  6 × 𝑟2 = 24 

よって    𝑟2 = 4 

したがって   𝑟 = ±2 

①より 

𝑟 = 2 のとき   𝑎 = 3 

𝑟 = −2 のとき   𝑎 = −3 

したがって，一般項は 

 𝒂𝒏 = 𝟏 × 𝟐𝒏−𝟏 または  𝒂𝒏 = −𝟏× (−𝟐)𝒏−𝟏 

 

第 3 項が 36，第 5 項が 324 の等比数列の一般項を求めなさい。 

初項を 𝑎，公比を 𝑟 とおくと，一般項は 

𝑎𝑛 = 𝑎𝑟𝑛−1 

第 3 項が 36 であるから 

𝑎𝑟2 = 36   ……① 

第 5 項が 324 であるから 

𝑎𝑟4 = 324  ……② 

②より  𝑎𝑟2 × 𝑟2 = 324 

①を代入すると  36 × 𝑟2 = 324 

よって 𝑟2 = 9 

したがって  𝑟 = ±3 

①より 

𝑟 = 3 のとき  𝑎 = 4 

𝑟 = −3 のとき 𝑎 = 4 

したがって，一般項は 

𝒂𝒏 = 𝟒 × 𝟏𝒏−𝟏 または 𝒂𝒏 = 𝟒 × (−𝟏)𝒏−𝟏 

 

 

 

 

等比数列の和 

初項 𝑎，公比 𝑟 の等比数列の初項から第 𝑛 項までの和 𝑆 は 

𝑺 = 𝒂(𝒂𝒏−𝟏)
𝒂−𝟏

  ただし 𝑟 ≠ 1 

 

𝑟 = 1 のときは，次のようになる。 

𝑆 = 𝑎 + 𝑎 + 𝑎 + ⋯+ 𝑎�������������
𝑛 個

= 𝑛𝑎 

 

(1) 初項 3，公比 2 の等比数列の初項から第 5 項までの和 𝑆 は 

𝑆 =
3 × (25 − 1)

2 − 1
= 3 × (32− 1) = 93 

(2) 初項 1，公比 −3 の等比数列の初項から第 4 項までの和 𝑆 は 

𝑆 =
1 × {(−3)4 − 1}

(−3)− 1
=

81 − 1
−3− 1

=
80
−4

= −20 

 

 

 

次の等比数列の和 𝑆 を求めなさい。 

(1) 初項 4，公比 3，項数 5 

初項 4，公比 3，項数 5 の等比数列の和 𝑆 は 

𝑆 =
4 × (35 − 1)

3 − 1
 

=
4 × (243− 1)

2
 

= 𝟒𝟖𝟒 

 

(2) 初項 1，公比 −2，項数 6 

初項 1，公比 −2，項数 6 の等比数列の和 𝑆 は 

𝑆 =
1 × {(−2)6 − 1}

(−2)− 1
 

=
64− 1
−3

 
= −𝟐𝟏 

 

  

例題 

６ 

解
  

問 21 

 

等比数列の和 

問 22 

 

例 14 
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等比数列 

4，− 12，36，− 108，⋯ 

の初項から第 6 項までの和 𝑆 は 

初項 𝑎 = 4 

公比 𝑟 = (−12) ÷ 4 = −3 

項数 𝑛 = 6 

であるから 

𝑆 =
4 × {(−3)6 − 1}

(−3)− 1
 

=
4 × (729− 1)

−3 − 1
 

=
4 × 728
−4

 

= −728 

 

次の等比数列の和 𝑆 を求めなさい。 

(1) 5，10，20，40，⋯ の初項から第 6 項まで 

等比数列 

5，10，20，40，⋯ 

の初項から第 6 項までの和 𝑆 は 

初項 𝑎 = 5 

公比 𝑟 = 10 ÷ 5 = 2 

項数 𝑛 = 6 

であるから 

𝑆 =
5 × (26 − 1)

2 − 1
 

= 5 × (64− 1) 

= 𝟏𝟏𝟓 

 

 

(2) 2，− 6，18，− 54，⋯ の初項から第 5 項まで 

等比数列 

2，− 6，18，− 54，⋯ 

の初項から第 5 項までの和 𝑆 は 

初項 𝑎 = 2 

公比 𝑟 = (−6) ÷ 2 = −3 

項数 𝑛 = 5 

であるから 

𝑆 =
2 × {(−3)5 − 1}

(−3)− 1
 

=
2 × (−243− 1)

−4
 

= 𝟏𝟐𝟐 

 

 

1 日目に 100 円，2 日目に 200 円，3 日目に 400 円というように，毎日，前日の 2 倍の金額を貯金

していくと，10 日目には貯金額は全部で何円になるか求めなさい。 

貯金額は，初項 100，公比 2 の等比数列の初項から第 10 項までの和であるから 

100 × (210 − 1)
2− 1

= 100 × (1024− 1) 

= 𝟏𝟖𝟐𝟏𝟖𝟖 �円� 

 

  

例 15 

問 23 

 
問 24 
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（教科書P.19） 

 

初項 9，公差 4 の等差数列の一般項を求めなさい。また，57 はこの数列の第何項ですか。 

初項 9，公差 4 の等差数列の一般項は 

𝑎𝑛 = 9 + (𝑛 − 1) × 4 

より 

𝒂𝒏 = 𝟒𝒏+ 𝟓 

また, 57 がこの数列の第 𝑛 項であるとすると 

4𝑛 + 5 = 57 

よって  𝑛 = 13 

すなわち，57 は第 𝟏𝟏 項である。 

 

第 7 項が 16，第 12 項が 41 の等差数列の一般項を求めなさい。 

初項を 𝑎，公差を 𝑑 とおくと，一般項は 

𝑎𝑛 = 𝑎 + (𝑛 − 1)𝑑 

第 7 項が 16 であるから 

𝑎 + 6𝑑 = 16   ……① 

第 12 項が 41 であるから 

𝑎 + 11𝑑 = 41  ……② 

②−①より  5𝑑 = 25 

よって 𝑑 = 5 

①に代入すると  𝑎 + 6 × 5 = 16 

よって 𝑎 = −14 

したがって，一般項は 

𝑎𝑛 = −14 + (𝑛 − 1) × 5 

すなわち 

𝒂𝒏 = 𝟓𝒏− 𝟏𝟗 

 

次の等差数列の和 𝑆 を求めなさい。 

(1) 初項 −4，末項 41，項数 16 

𝑆 =
1
2

× 16 × (−4 + 41) = 𝟐𝟗𝟏 

 

 

(2) −15，− 8，− 1，6，13，20 

初項 −15，末項 20，項数 6 の等差数列であるから，その和 𝑆 は 

𝑆 =
1
2

× 6 × (−15 + 20) = 𝟏𝟓 

 

初項 −13，公差 4 の等差数列の初項から第 11 項までの和 𝑆 を求めなさい。 

初項 −13，公差 4 の等差数列の一般項は 

𝑎𝑛 = −13 + (𝑛 − 1) × 4 

よって，第 11 項，すなわち，末項 𝑙 は 

𝑙 = −13 + (11− 1) × 4 = 27 

したがって 

𝑆 =
1
2

× 11 × (−13 + 27) = 𝟕𝟕 

 

次の等差数列の初項から末項までの和 𝑆 を求めなさい。 

17，13，9，⋯，− 39 

初項 17，公差 −4 であるから，一般項は 

𝑎𝑛 = 17 + (𝑛 − 1) × (−4) = −4𝑛 + 21 

末項 −39 が第 𝑛 項であるとすると 

−4𝑛 + 21 = −39 

よって  𝑛 = 15 

したがって 

𝑆 =
1
2

× 15 × {17 + (−39)} = −𝟏𝟏𝟓 

 

初項 7，公比 −3 の等比数列において，−189 はこの数列の第何項ですか。 

初項 7，公比 −3 の等比数列の一般項は 

𝑎𝑛 = 7 × (−3)𝑛−1 

よって，−189 がこの数列の第 𝑛 項であるとすると 

7 × (−3)𝑛−1 = −189 

(−3)𝑛−1 = −27 

(−3)3 = −27 であるから 

(−3)𝑛−1 = (−3)3 

よって，𝑛 − 1 = 3 より  𝑛 = 4 

したがって，−189 は第 𝟒 項である。  

復 習 問 題 

１ 

２ 

３ 

４ 

５ 

６ 
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第 2 項が 12，第 4 項が 192 の等比数列の一般項を求めなさい。 

初項を 𝑎，公比を 𝑟 とおくと，一般項は 

𝑎𝑛 = 𝑎𝑟𝑛−1 

第 2 項が 12 であるから 

𝑎𝑟 = 12     ……① 

第 4 項が 192 であるから 

𝑎𝑟3 = 192  ……② 

②より  𝑎𝑟 × 𝑟2 = 192 

①を代入すると  12 × 𝑟2 = 192 

よって 𝑟2 = 16 

したがって  𝑟 = ±4 

①より 

𝑟 = 4 のとき 𝑎 = 3 

𝑟 = −4 のとき  𝑎 = −3 

したがって，一般項は 

𝒂𝒏 = 𝟏 × 𝟒𝒏−𝟏  または 𝒂𝒏 = −𝟏× (−𝟒)𝒏−𝟏 

 
 

次の等比数列の和 𝑆 を求めなさい。 

(1) 初項 3，公比 4，項数 5 

𝑆 =
3 × (45 − 1)

4 − 1
=

3 × (1024− 1)
3

= 𝟏𝟖𝟐𝟏 

 

(2) 初項 4，公比 −5，項数 4 

𝑆 =
4 × {(−5)4 − 1}

(−5)− 1
=

4 × (625− 1)
−6

= −𝟒𝟏𝟏 

次の等比数列の和 𝑆 を求めなさい。 

(1) 4，− 8，16，− 32，⋯ の初項から第 6 項まで 

等比数列 

4，− 8，16，− 32，⋯ 

の初項から第 6 項までの和 S は 

初項 𝑎 = 4 

公比 𝑟 = (−8) ÷ 4 = −2 

項数 𝑛 = 6 

であるから 

𝑆 =
4 × {(−2)6 − 1}

(−2)− 1
 

=
4 × (64− 1)

−3
 

= −𝟖𝟒 

 
(2) 6，18，54，162，⋯ の初項から第 5 項まで 

等比数列 

6，18，54，162，⋯ 

の初項から第 5 項までの和 S は 

初項 𝑎 = 6 

公比 𝑟 = 18 ÷ 6 = 3 

項数 𝑛 = 5 

であるから 

𝑆 =
6 × (35 − 1)

3 − 1
 

=
6 × (243− 1)

2
 

= 𝟕𝟐𝟏 

 

８ 

７ ９ 
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（教科書P.6） 

順序づけられた数の並びを（①  数列  ）という。 
並んでいるそれぞれの数を（②  項  ）といい，初めから順に（③  第1 項  ）， 

（④  第 2 項  ），（⑤  第 3 項  ），…という。第 1 項は（⑥  初項  ）ともいう。 
数の並びに限りがある数列では，項の個数を 

（⑦  項数  ）といい，最後の項は（⑧  末項  ）という。 
 

 

次の数列の初項は（   2  ），末項は（   12  ），項数は（   6   ）である。 

2，4，6，8，10，12 

 

次の数列の初項，末項，項数をいいなさい。 

(1) 90，80，70，60，50 

初項 90，末項 50，項数 5 

(2) 4，8，12，16，20，24，28 

初項 4，末項 28，項数 7 

 

次の数列の abc  にあてはまる値を求めなさい。 

(1) 1，3，    𝟓   ，7，9，11，13，⋯ 

 (2) 5，10，20，40，   𝟖𝟖  ，160，320，⋯ 

 (3) 1，4，9，   𝟏𝟏  ，25，36，⋯ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

数列を文字を使って表すときは，第何項であるかを示す番号を小さく添えて，次のように表す。 
𝑎1，  𝑎2，  𝑎3，   ⋯， 𝑎𝑛，   ⋯ 

第 1 項   第 2 項  第 3 項 …  第 𝑛 項  … 

とくに，𝑎𝑛 は，（⑨  第 𝑛 項  ），すなわち，初めから数え

て 𝑛 番目の項を表す。 

 

第 𝑛 項 𝑎𝑛 が 

𝑎𝑛 = 2𝑛 + 3 

と表される数列の 

初項は   𝑎1 = 2 × （  1  ）+ 3 = （  5  ） 

第 2 項は  𝑎2 = 2 × （  2  ）+ 3 = （  7  ） 

第 3 項は  𝑎3 = 2 × （  3  ）+ 3 = （  9  ） 

⋯⋯ 

 

第 𝑛 項 𝑎𝑛 が次のように表される数列の，初項から第 5 項までを求めなさい。 

(1) 3𝑛 − 2 

初項は  𝑎1 = 3 × 1 − 2 = 𝟏 

第 2 項は 𝑎2 = 3 × 2 − 2 = 𝟒 

第 3 項は 𝑎3 = 3 × 3 − 2 = 𝟕 

第 4 項は 𝑎4 = 3 × 4 − 2 = 𝟏𝟖 

第 5 項は 𝑎5 = 3 × 5 − 2 = 𝟏𝟏 

(2) 2𝑛 

初項は  𝑎1 = 21 = 𝟐 

第 2 項は 𝑎2 = 22 = 𝟒 

第 3 項は 𝑎3 = 23 = 𝟖 

第 4 項は 𝑎4 = 24 = 𝟏𝟏 

第 5 項は 𝑎5 = 25 = 𝟏𝟐 

 

数列の第 𝑛 項を 𝑛 の式で表したものを，その数列の（⑩  一般項  ）という。 
 

  

数列 

問１ 

 

問２ 

 

問３ 

 

１節 数列 

１ 数列と一般項 

例１ 

例２ 
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正の奇数を順に並べた数列 

1，3，5，7，9，11，⋯ 

の一般項は 

𝑎𝑛 = 2𝑛 − 1 

である。 

 

正の偶数を順に並べた数列 

2，4，6，8，10，12，⋯ 

の一般項 𝑎𝑛 を求めなさい。 

𝑎𝑛 = 𝟐𝒏 

 

 

（教科書P.8） 

初項に一定の数を次々にたして得られる数列を（⑪  等差数列  ）といい，たす一定の数を 

（⑫  公差  ）という。 

 

(1) 等差数列 5，11，17，23，29，⋯ の 

初項は 5 

公差は 11 − 5 = 6 

(2) 等差数列 50，35，20，5，− 10，− 25，⋯ の 

初項は 50 

公差は 35 − 50 = −15 

 

次の等差数列の初項と公差を求めなさい。 

(1) 9，13，17，21，⋯ 

初項は 𝟗 

公差は 13− 9 = 𝟒 

 

(2) 15，8，1，− 6，⋯ 

初項は 𝟏𝟓 

公差は 8 − 15 = −𝟕 

 

 

等差数列 5， abc ，13，17，⋯ の公差は 

17− 13 = 4 

であるから， abc  にあてはまる数は 

5 + 4 = 9 

 

  

例３ 

問４ 

 

等差数列 

２ 等差数列 

例４ 

問５ 

 

例５ 
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次の等差数列の abc  にあてはまる数を求めなさい。 

(1) 16， abc ，30，37，⋯ 

等差数列 16，
 

          ，30，37，⋯ の公差は 

37− 30 = 7 

であるから，
 

           にあてはまる数は 

16 + 7 =  𝟐𝟏 
 

(2) abc ，3，1，− 1，⋯ 

等差数列 
 

          ，3，1，− 1，⋯ の公差は 

1 − 3 = −2 

であるから，
 

           にあてはまる数は 

3 − (−2) = 5 

 

等差数列の一般項 

初項 𝑎，公差 𝑑 の等差数列の一般項は 

 𝒂𝒏 = 𝒂 + (𝒏 − 𝟏)𝒅 

 

初項 2，公差 3 の等差数列の一般項は 

 𝑎𝑛 = 2 + (𝑛 − 1) × 3 = 3𝑛 − 1 

また，第 10 項は 

 𝑎10 = 3 × 10− 1 = 29 

 

次の等差数列の一般項を求めなさい。また，第 25 項を求めなさい。 

(1) 初項 3，公差 2 

初項 3，公差 2 の等差数列の一般項は 

𝑎𝑛 = 3 + (𝑛 − 1) × 2 = 𝟐𝒏 + 𝟏 

また，第 25 項は 

𝑎25 = 2 × 25 + 1 = 𝟓𝟏 

 

(2) 初項 8，公差 −3 

初項 8 ，公差 −3 の等差数列の一般項は 

𝑎𝑛 = 8 + (𝑛 − 1) × (−3) 
= −𝟏𝒏 + 𝟏𝟏 

また，第 25 項は 

𝑎25 = −3 × 25 + 11 = −𝟏𝟒 

 

初項 4，公差 3 の等差数列の一般項を求めなさい。 

また，55 はこの数列の第何項ですか。 

初項 4，公差 3 の等差数列の一般項は 

 𝑎𝑛 = 4 + (𝑛 − 1) × 3 

より 

 𝒂𝒏 = 𝟏𝒏 + 𝟏 

また，55 がこの数列の第 𝑛 項であるとすると 

3𝑛 + 1 = 55 

よって  𝑛 = 18 

すなわち，55 は第 𝟏𝟖 項である。 

 

初項 9，公差 7 の等差数列の一般項を求めなさい。 

また，121 はこの数列の第何項ですか。 

初項 9，公差 7 の等差数列の一般項は 

𝑎𝑛 = 9 + (𝑛 − 1) × 7 

より 

  𝒂𝒏 = 𝟕𝒏+ 𝟐 

また，121 がこの数列の第 𝑛 項であるとすると 

7𝑛 + 2 = 121 

よって  𝑛 = 17 

すなわち，121 は第 𝟏𝟕 項である。 

 

  

問６ 

 

例６ 

問７ 

 

例題 

１ 

解
  

問８ 
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第 4 項が 14，第 10 項が 62 の等差数列の一般項を求めなさい。 

 

初項を 𝑎，公差を 𝑑 とおくと，一般項は 

 𝑎𝑛 = 𝑎 + (𝑛 − 1)𝑑 

第 4 項が 14 であるから   𝑎 + 3𝑑 = 14 ……① 

第 10 項が 62 であるから   𝑎 + 9𝑑 = 62 ……② 

② − ①より   6𝑑 = 48 

よって      𝑑 = 8 

①に代入すると  𝑎 + 3 × 8 = 14 

よって          𝑎 = −10 

したがって，一般項は 

 𝑎𝑛 = −10 + (𝑛 − 1) × 8 

すなわち 

 𝒂𝒏 = 𝟖𝒏 − 𝟏𝟖 

 

第 2 項が −17，第 5 項が 10 の等差数列の一般項を求めなさい。 

初項を 𝑎，公差を 𝑑 とおくと，一般項は 

𝑎𝑛 = 𝑎 + (𝑛 − 1)𝑑 

第 2 項が −17 であるから 

𝑎 + 𝑑 = −17  ……① 

第 5 項が 10 であるから 

𝑎 + 4𝑑 = 10  ……② 

②−①より  3𝑑 = 27 

よって 𝑑 = 9 

①に代入すると  𝑎 + 9 = −17 

よって 𝑎 = −26 

したがって，一般項は 

𝑎𝑛 = −26 + (𝑛 − 1) × 9 

すなわち 

𝒂𝒏 = 𝟗𝒏− 𝟏𝟓 

（教科書P.11） 

等差数列の和 

初項 𝑎，末項 𝑙，項数 𝑛 の等差数列の和 𝑆 は 

𝑺 =
𝟏
𝟐
𝒏(𝒂 + 𝒍) 

 

等差数列 3，7，11，15，19，23 の和 𝑆 は，初項 3，末項 23， 項数

 6 であるから 

S = 1
2

× 6 × (3 + 23) = 78 

 

次の等差数列の和 𝑆 を求めなさい。 

(1) 初項 7，末項 61，項数 10 

𝑆 =
1
2

× 10 × (7 + 61) = 𝟏𝟒𝟖 

(2) −11，− 7，− 3，1，5，9，13 

初項 −11，末項 13，項数 7 であるから，その和 𝑆 は 

𝑆 =
1
2

× 7 × (−11 + 13) = 𝟕 

 

 

初項 6，公差 4 の等差数列の初項から第 20 項までの和 𝑆 を求めなさい。 

 

初項 6，公差 4 の等差数列の一般項は 

𝑎𝑛 = 6 + (𝑛 − 1) × 4 

よって，第 20 項，すなわち，末項 𝑙 は 

𝑙 = 6 + (20− 1) × 4 = 82 

したがって  𝑆 = 1
2

× 20 × (6 + 82) = 𝟖𝟖𝟖 

 

  

例題 

２ 

解
  

問９ 

 

等差数列の和 

例７ 

問 10 

 

例題 

３ 

解
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初項 14，公差 −6 の等差数列の初項から第 15 項までの和 𝑆 を求めなさい。 

初項 14，公差 −6 の等差数列の一般項は 

𝑎𝑛 = 14 + (𝑛 − 1) × (−6) 

よって，第 15 項，すなわち，末項 𝑙 は 

𝑙 = 14 + (15− 1) × (−6) = −70 

したがって 

𝑆 =
1
2

× 15 × {14 + (−70)} = −𝟒𝟐𝟖 

 

一般に，初項 𝑎，公差 𝑑，項数 𝑛 のとき，等差数列の和 𝑆 を表す式は，次のようになる。 
（⑬  𝑆 = 1

2
𝑛{2𝑎 + (𝑛 − 1)𝑑}  ） 

 

 

 

初項 −20，公差 4，項数 13 の等差数列の和 𝑆 は 

𝑆 =
1
2

× 13 × {2 × (−20) + (13− 1) × 4} = 52 

 

次の等差数列の和 𝑆 を求めなさい。 

(1) 初項 5，公差 7，項数 10 

𝑆 =
1
2

× 10 × {2 × 5 + (10− 1) × 7} 

= 𝟏𝟏𝟓 
 

(2) 初項 23，公差 −9，項数 9 

𝑆 =
1
2

× 9 × {2 × 23 + (9 − 1) × (−9)} 

= −𝟏𝟏𝟕 
 

1 から 𝑛 までの自然数 1，2，3，⋯，𝑛 の和は，初項 1，末項 𝑛，項数 𝑛 の等差数列の和であるから，

次のようになる。 
（⑭  1 + 2 + 3 + ⋯+ 𝑛 = 1

2
𝑛(𝑛 + 1)  ） 

 

1 + 2 + 3 +⋯+ 10 = 1
2

× 10 × (10 + 1) = 55 

 

1 から 100 までの自然数の和を求めなさい。 

1 + 2 + 3 +⋯+ 100 =
1
2

× 100 × (100 + 1) 

= 𝟓𝟖𝟓𝟖 

 

1 から始まる 𝑛 個の奇数 1，3，5，7，⋯，2𝑛 − 1 の和は，初項 1，
末項 2𝑛 − 1，項数 𝑛 の等差数列の和であるから 

1 + 3 + 5 + 7 + ⋯+ (2𝑛 − 1) =
1
2
𝑛{1 + (2𝑛 − 1)} 

よって   1 + 3 + 5 + 7 + ⋯+ (2𝑛 − 1) = 𝑛2 

 

 

 

 

2 から始まる 𝑛 個の偶数の和 2 + 4 + 6 + 8 +⋯+ 2𝑛 を求めなさい。 

2 から始まる 𝑛 個の偶数の和は，初項 2，末項 2𝑛，項数 𝑛 の等差数列の和であるから 

2 + 4 + 6 + 8 +⋯+ 2𝑛 

=
1
2
𝑛(2 + 2𝑛) = 𝒏(𝒏+ 𝟏) 

 

3 から始まる 𝑛 個の 3 の倍数の和 3 + 6 + 9 + 12 + ⋯+ 3𝑛 を求めなさい。 

3 から始まる 𝑛 個の 3 の倍数の和は，初項 3，末項 3𝑛，項数 𝑛 の等差数列の和であるから 

3 + 6 + 9 + 12 + ⋯+ 3𝑛 

=
1
2
𝑛(3 + 3𝑛) =

𝟏
𝟐
𝒏(𝒏+ 𝟏) 

 

  

問 11 

 

例８ 

問 12 

 

問 13 

 

例９ 

例 10 

問 14 

 

問 15 
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次の等差数列の初項から末項までの和 𝑆 を求めなさい。 

7，13，19，⋯，91 

 
初項 7，公差 6 であるから，一般項は 

𝑎𝑛 = 7 + (𝑛 − 1) × 6 = 6𝑛 + 1 

末項 91 が第 𝑛 項であるとすると  6𝑛 + 1 = 91 

よって    𝑛 = 15 

したがって  𝑆 = 1
2

× 15 × (7 + 91) = 𝟕𝟏𝟓 

 

次の等差数列の初項から末項までの和 𝑆 を求めなさい。 

8，15，22，⋯，85 

初項 8，公差 7 であるから，一般項は 

𝑎𝑛 = 8 + (𝑛 − 1) × 7 = 7𝑛 + 1 

末項 85 が第 𝑛 項であるとすると 

7𝑛 + 1 = 85 

よって   𝑛 = 12 

したがって 𝑆 = 1
2

× 12 × (8 + 85) = 𝟓𝟓𝟖 

 

 

 

（教科書P.14） 

初項に一定の数を次々にかけて得られる数列を（⑮  等比数列  ）といい，かける一定の数を 
（⑯  公比  ）という。 
 

(1) 等比数列 4，12，36，108，324，⋯ の 

初項は 4 

公比は 12 ÷ 4 = 3 

(2) 等比数列 48，24，12，6，3，⋯ の 

初項は 48 

公比は24 ÷ 48 = 1
2
  

 

次の等比数列の初項と公比を求めなさい。 

(1) 5，15，45，135，⋯  

等比数列 5，15，45，135，⋯ の 

初項は 𝟓 

公比は 15 ÷ 5 = 𝟏 

 

(2) 54，18，6，2，⋯ 

等比数列 54，18，6，2，⋯ の 

初項は 𝟓𝟒 

公比は 18 ÷ 54 = 𝟏
𝟏
 

 

等比数列 6， abc ，54，162，⋯ の公比は 

162 ÷ 54 = 3 

であるから， abc  にあてはまる数は 

6 × 3 = 18 

 

  

例題 

４ 

解
  

問 16 

 

３ 等比数列 

等比数列 

問 17 

 

例 12 

例 11 
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次の等比数列の abc  にあてはまる数を求めなさい。 

(1) 14， abc ，56，112，⋯  

等比数列 14，
 

          ，56，112，⋯の公比は 

112 ÷ 56 = 2 

であるから，
 

          にあてはまる数は 

14 × 2 = 𝟐𝟖 
 

(2) abc ，18，− 54，162，⋯ 

等比数列 
 

          ，18，− 54，162，…の公比は 

(−54) ÷ 18 = −3 

であるから，
 

          にあてはまる数は 

18 ÷ (−3) = −𝟏 

 

等比数列の一般項 

初項 𝑎，公比 𝑟 の等比数列の一般項は 

 𝒂𝒏 = 𝒂𝒂𝒏−𝟏 

 

(1) 初項 2，公比 3 の等比数列の一般項は 

 𝑎𝑛 = 2 × 3𝑛−1 

また，第 5 項は 

 𝑎5 = 2 × 35−1 = 2 × 34 = 162 

(2) 初項 5，公比 −2 の等比数列の一般項は 

 𝑎𝑛 = 5 × (−2)𝑛−1 

また，第 4 項は 

 𝑎4 = 5 × (−2)4−1 = 5 × (−2)3 = −40 

 

 

 

 

 

 

次の等比数列の一般項を求めなさい。また，第 4 項を求めなさい。 

(1) 初項 4，公比 5 

初項 4，公比 5 の等比数列の一般項は 

𝒂𝒏 = 𝟒 × 𝟓𝒏−𝟏 

また，第 4 項は 

𝑎4 = 4 × 54−1 = 𝟓𝟖𝟖 

 

(2) 初項 48，公比 −  1
2 

初項 48，公比 −1
2
 の等比数列の一般項は 

𝒂𝒏 = 𝟒𝟖× �−
𝟏
𝟐
�
𝒏−𝟏

 

また，第 4 項は 

𝑎4 = 48 × �−
1
2
�
4−1

= −𝟏 

 

初項 5，公比 3 の等比数列において，135 はこの数列の第何項ですか。 

 

初項 5，公比 3 の等比数列の一般項は 

 𝑎𝑛 = 5 × 3𝑛−1 

よって，135 がこの数列の第 𝑛 項であるとすると 

5 × 3𝑛−1 = 135 

3𝑛−1 = 27 

33 = 27であるから  3𝑛−1 = 33 

よって，𝑛 − 1 = 3 より  𝑛 = 4 

したがって，135 は第 𝟒 項である。 

 

初項 3，公比 4 の等比数列において，768 はこの数列の第何項ですか。 

初項 3，公比 4 の等比数列の一般項は 

𝑎𝑛 = 3 × 4𝑛−1 

よって，768 がこの数列の第 𝑛 項であるとすると 

3 × 4𝑛−1 = 768 

4𝑛−1 = 256 

44 = 256 であるから  4𝑛−1 = 44 

よって，𝑛 − 1 = 4 より  𝑛 = 5 

したがって，768 は第 𝟓 項である。  

問 18 

 
問 19 

 

例題 

５ 

解
  

問 20 

 

例 13 
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第 2 項が 6，第 4 項が 24 の等比数列の一般項を求めなさい。 

 

初項を 𝑎，公比を 𝑟 とおくと，一般項は  𝑎𝑛 = 𝑎𝑟𝑛−1 

第 2 項が 6 であるから   𝑎𝑟 = 6   ……① 

第 4 項が 24 であるから  𝑎𝑟3 = 24  ……② 

②より  𝑎𝑟 × 𝑟2 = 24 

①を代入すると  6 × 𝑟2 = 24 

よって    𝑟2 = 4 

したがって   𝑟 = ±2 

①より 

𝑟 = 2 のとき   𝑎 = 3 

𝑟 = −2 のとき   𝑎 = −3 

したがって，一般項は 

 𝒂𝒏 = 𝟏 × 𝟐𝒏−𝟏 または  𝒂𝒏 = −𝟏× (−𝟐)𝒏−𝟏 

 

第 3 項が 36，第 5 項が 324 の等比数列の一般項を求めなさい。 

初項を 𝑎，公比を 𝑟 とおくと，一般項は 

𝑎𝑛 = 𝑎𝑟𝑛−1 

第 3 項が 36 であるから 

𝑎𝑟2 = 36   ……① 

第 5 項が 324 であるから 

𝑎𝑟4 = 324  ……② 

②より  𝑎𝑟2 × 𝑟2 = 324 

①を代入すると  36 × 𝑟2 = 324 

よって 𝑟2 = 9 

したがって  𝑟 = ±3 

①より 

𝑟 = 3 のとき  𝑎 = 4 

𝑟 = −3 のとき 𝑎 = 4 

したがって，一般項は 

𝒂𝒏 = 𝟒 × 𝟏𝒏−𝟏 または 𝒂𝒏 = 𝟒 × (−𝟏)𝒏−𝟏 

 

 

 

 

等比数列の和 

初項 𝑎，公比 𝑟 の等比数列の初項から第 𝑛 項までの和 𝑆 は 

𝑺 = 𝒂(𝒂𝒏−𝟏)
𝒂−𝟏

  ただし 𝑟 ≠ 1 

 

𝑟 = 1 のときは，次のようになる。 

𝑆 = 𝑎 + 𝑎 + 𝑎 + ⋯+ 𝑎�������������
𝑛 個

= 𝑛𝑎 

 

(1) 初項 3，公比 2 の等比数列の初項から第 5 項までの和 𝑆 は 

𝑆 =
3 × (25 − 1)

2 − 1
= 3 × (32− 1) = 93 

(2) 初項 1，公比 −3 の等比数列の初項から第 4 項までの和 𝑆 は 

𝑆 =
1 × {(−3)4 − 1}

(−3)− 1
=

81 − 1
−3− 1

=
80
−4

= −20 

 

 

 

次の等比数列の和 𝑆 を求めなさい。 

(1) 初項 4，公比 3，項数 5 

初項 4，公比 3，項数 5 の等比数列の和 𝑆 は 

𝑆 =
4 × (35 − 1)

3 − 1
 

=
4 × (243− 1)

2
 

= 𝟒𝟖𝟒 

 

(2) 初項 1，公比 −2，項数 6 

初項 1，公比 −2，項数 6 の等比数列の和 𝑆 は 

𝑆 =
1 × {(−2)6 − 1}

(−2)− 1
 

=
64− 1
−3

 

= −𝟐𝟏 
 

  

例題 

６ 

解
  

問 21 

 

等比数列の和 

問 22 

 

例 14 
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等比数列 

4，− 12，36，− 108，⋯ 

の初項から第 6 項までの和 𝑆 は 

初項 𝑎 = 4 

公比 𝑟 = (−12) ÷ 4 = −3 

項数 𝑛 = 6 

であるから 

𝑆 =
4 × {(−3)6 − 1}

(−3)− 1
 

=
4 × (729− 1)

−3 − 1
 

=
4 × 728
−4

 

= −728 

 

次の等比数列の和 𝑆 を求めなさい。 

(1) 5，10，20，40，⋯ の初項から第 6 項まで 

等比数列 

5，10，20，40，⋯ 

の初項から第 6 項までの和 𝑆 は 

初項 𝑎 = 5 

公比 𝑟 = 10 ÷ 5 = 2 

項数 𝑛 = 6 

であるから 

𝑆 =
5 × (26 − 1)

2 − 1
 

= 5 × (64− 1) 

= 𝟏𝟏𝟓 

 

 

(2) 2，− 6，18，− 54，⋯ の初項から第 5 項まで 

等比数列 

2，− 6，18，− 54，⋯ 

の初項から第 5 項までの和 𝑆 は 

初項 𝑎 = 2 

公比 𝑟 = (−6) ÷ 2 = −3 

項数 𝑛 = 5 

であるから 

𝑆 =
2 × {(−3)5 − 1}

(−3)− 1
 

=
2 × (−243− 1)

−4
 

= 𝟏𝟐𝟐 

 

 

1 日目に 100 円，2 日目に 200 円，3 日目に 400 円というように，毎日，前日の 2 倍の金額を貯金

していくと，10 日目には貯金額は全部で何円になるか求めなさい。 

貯金額は，初項 100，公比 2 の等比数列の初項から第 10 項までの和であるから 

100 × (210 − 1)
2− 1

= 100 × (1024− 1) 

= 𝟏𝟖𝟐𝟏𝟖𝟖 �円� 

 

  

例 15 

問 23 

 
問 24 
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（教科書P.19） 

 

初項 9，公差 4 の等差数列の一般項を求めなさい。また，57 はこの数列の第何項ですか。 

初項 9，公差 4 の等差数列の一般項は 

𝑎𝑛 = 9 + (𝑛 − 1) × 4 

より 

𝒂𝒏 = 𝟒𝒏+ 𝟓 

また, 57 がこの数列の第 𝑛 項であるとすると 

4𝑛 + 5 = 57 

よって  𝑛 = 13 

すなわち，57 は第 𝟏𝟏 項である。 

 

第 7 項が 16，第 12 項が 41 の等差数列の一般項を求めなさい。 

初項を 𝑎，公差を 𝑑 とおくと，一般項は 

𝑎𝑛 = 𝑎 + (𝑛 − 1)𝑑 

第 7 項が 16 であるから 

𝑎 + 6𝑑 = 16   ……① 

第 12 項が 41 であるから 

𝑎 + 11𝑑 = 41  ……② 

②−①より  5𝑑 = 25 

よって 𝑑 = 5 

①に代入すると  𝑎 + 6 × 5 = 16 

よって 𝑎 = −14 

したがって，一般項は 

𝑎𝑛 = −14 + (𝑛 − 1) × 5 

すなわち 

𝒂𝒏 = 𝟓𝒏− 𝟏𝟗 

 

次の等差数列の和 𝑆 を求めなさい。 

(1) 初項 −4，末項 41，項数 16 

𝑆 =
1
2

× 16 × (−4 + 41) = 𝟐𝟗𝟏 

 

 

(2) −15，− 8，− 1，6，13，20 

初項 −15，末項 20，項数 6 の等差数列であるから，その和 𝑆 は 

𝑆 =
1
2

× 6 × (−15 + 20) = 𝟏𝟓 

 

初項 −13，公差 4 の等差数列の初項から第 11 項までの和 𝑆 を求めなさい。 

初項 −13，公差 4 の等差数列の一般項は 

𝑎𝑛 = −13 + (𝑛 − 1) × 4 

よって，第 11 項，すなわち，末項 𝑙 は 

𝑙 = −13 + (11− 1) × 4 = 27 

したがって 

𝑆 =
1
2

× 11 × (−13 + 27) = 𝟕𝟕 

 

次の等差数列の初項から末項までの和 𝑆 を求めなさい。 

17，13，9，⋯，− 39 

初項 17，公差 −4 であるから，一般項は 

𝑎𝑛 = 17 + (𝑛 − 1) × (−4) = −4𝑛 + 21 

末項 −39 が第 𝑛 項であるとすると 

−4𝑛 + 21 = −39 

よって  𝑛 = 15 

したがって 

𝑆 =
1
2

× 15 × {17 + (−39)} = −𝟏𝟏𝟓 

 

初項 7，公比 −3 の等比数列において，−189 はこの数列の第何項ですか。 

初項 7，公比 −3 の等比数列の一般項は 

𝑎𝑛 = 7 × (−3)𝑛−1 

よって，−189 がこの数列の第 𝑛 項であるとすると 

7 × (−3)𝑛−1 = −189 

(−3)𝑛−1 = −27 

(−3)3 = −27 であるから 

(−3)𝑛−1 = (−3)3 

よって，𝑛 − 1 = 3 より  𝑛 = 4 

したがって，−189 は第 𝟒 項である。  

復 習 問 題 

１ 

２ 

３ 

４ 

５ 

６ 
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第 2 項が 12，第 4 項が 192 の等比数列の一般項を求めなさい。 

初項を 𝑎，公比を 𝑟 とおくと，一般項は 

𝑎𝑛 = 𝑎𝑟𝑛−1 

第 2 項が 12 であるから 

𝑎𝑟 = 12     ……① 

第 4 項が 192 であるから 

𝑎𝑟3 = 192  ……② 

②より  𝑎𝑟 × 𝑟2 = 192 

①を代入すると  12 × 𝑟2 = 192 

よって 𝑟2 = 16 

したがって  𝑟 = ±4 

①より 

𝑟 = 4 のとき 𝑎 = 3 

𝑟 = −4 のとき  𝑎 = −3 

したがって，一般項は 

𝒂𝒏 = 𝟏 × 𝟒𝒏−𝟏  または 𝒂𝒏 = −𝟏× (−𝟒)𝒏−𝟏 

 
 

次の等比数列の和 𝑆 を求めなさい。 

(1) 初項 3，公比 4，項数 5 

𝑆 =
3 × (45 − 1)

4 − 1
=

3 × (1024− 1)
3

= 𝟏𝟖𝟐𝟏 

 

(2) 初項 4，公比 −5，項数 4 

𝑆 =
4 × {(−5)4 − 1}

(−5)− 1
=

4 × (625− 1)
−6

= −𝟒𝟏𝟏 

次の等比数列の和 𝑆 を求めなさい。 

(1) 4，− 8，16，− 32，⋯ の初項から第 6 項まで 

等比数列 

4，− 8，16，− 32，⋯ 

の初項から第 6 項までの和 S は 

初項 𝑎 = 4 

公比 𝑟 = (−8) ÷ 4 = −2 

項数 𝑛 = 6 

であるから 

𝑆 =
4 × {(−2)6 − 1}

(−2)− 1
 

=
4 × (64− 1)

−3
 

= −𝟖𝟒 

 
(2) 6，18，54，162，⋯ の初項から第 5 項まで 

等比数列 

6，18，54，162，⋯ 

の初項から第 5 項までの和 S は 

初項 𝑎 = 6 

公比 𝑟 = 18 ÷ 6 = 3 

項数 𝑛 = 5 

であるから 

𝑆 =
6 × (35 − 1)

3 − 1
 

=
6 × (243− 1)

2
 

= 𝟕𝟐𝟏 

 

８ 

７ ９ 
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